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 の՝ڙঢ়ͱอোఏݱϦεΫのࡂతࠓ
ʕԹஆԽɾෳ߹ԽのରԠʕ

ઐ৬ 部ɹӳ༸

ɹ࣍
̍ɽ͡めにʕ૿大͢るࠓ日的ϦスΫ
̎ɽϦスΫの֓ཁと災態༷
̏ɽ災へのอোఏڙの՝
̐ɽおΘりにʕࠓ日的ϦスΫの総ׅとอোఏڙ

ΞϒετϥΫτ
のϦスΫ、Ճ͢るҖとなͬて͍る自વ災ڴも࠷日の社会にお͍てࠓ

地ٿԹஆ化が主たるཁҼであるが、災とԹஆ化のѱ॥の連がඃの
ਙ大化にഥंを͔けて͍るɻ͞Βに地震・Ր等のڊ大ϦスΫが༷ʑなෳ合
災をもたΒ͢͜ともఆ͞Ε、国ຽのؒでඃ災͢る可能性のҙࣝが高·
り、共済・อݥの果たׂ͢がॏཁ͞ࢹΕるよ͏になるɻอো࿙Εを͙た
めにแׅอো方ࣜのҙٛがより高·ると͑ߟΒΕ、ͦの効果的なఏڙ方法
をݕ౼͢るඞཁがあるɻ·た、「自ॿ」を༏ઌ͢るࢹで、ࢲ的࢈ࡒのଛ
อোຽؒ共済・อݥによる͜とをج本とし、ެ的支援ͦのิである
を社会に໌ࣔして͍く͜とが求めΒΕるɻ

Ωʔϫʔυ
Թஆ化と災ɹ災態༷のෳ合化ɹแׅอো方ࣜ
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̍.͡Ίʹʕ૿େ͢ΔࠓతϦεΫ

現社会に生きるզʑをऔりרくϦスΫとして༷ʑな事がڍげΒΕるが、
·͙るし͍ٕज़発లとともに、社会のෳࡶ化ݖརҙࣝの૿大により、人ྨ
がจ໌発లのաఔで創出したϦスΫがଟذにΘたͬて͍るɻ͜の͔Βഛঈ
共済・อݥ等のニーζが高·ͬて͍るが、Ճ͑て、ۙな事ྫとして、高
齢化のਐలにより高齢者が関͢る事ނが૿大して͍る͜と、ڥอ全・݈
も立ͬނ活ಈの活発化にͬて༨Ջ活ಈ自సंར༻等に関連͢る事࣋ҡ߁
てきて͍るɻ

͞Βに 2020 年新型コロナウイルスのύンデミοΫが発生し、日ৗにお͍
てたりલと͞Εてきたश׳全般をもൈ本的にݟしがഭΒΕると͍͏全く
ఆしな͔ͬた事態が生͡たɻ͜の行ಈ༷ࣜのม化によͬてϦスΫの༰もม化
しͭͭあると͍͏ঢ়گであるɻ

自વ災のଟ発化感染症ϦスΫなども、人ؒの日ৗのܦ済活ಈ・移ಈの活
発化人ूޱ中等にىҼ͢る໘があり、ͦの͔Β現の人ؒ社会が૿大͞
ͤたࠓ日的ϦスΫと͍͏͜とができよ͏ɻ

本ߘで͜ΕΒのࠓ日的ϦスΫのな͔でも、ޙࠓも࠷もڴҖでありଓけるで
あΖ͏自વ災にಛにযをて、現社会にٴ΅͢Өڹ、災ϦスΫに対
͢る世ؒ一般のҙࣝ໘のม化を総ׅ͢るとともに、ͦΕを౿·͑たอোの
あり方を͢ߟる͜ととした͍ɻ

̎.ϦεΫの֓ཁͱࡂଶ༷

ᾇɹੈքͷԹஆԽͷݱঢ়
自વ災の世界的なଟ発化の࠷も大きなཁҼ地ٿԹஆ化であるが、ͦの

主Ҽとなͬて͍るのが人ҝݯىのԹࣨ効果Ψスೱ度の૿Ճであり、8.0
（国連世界ؾ機関）が 2020 年 11 月 23 日にެදしたԹࣨ効果Ψス年ใ第
16 号にお͍て、2019 年ա࠷ڈ高のೱ度をهした（ਤද �）ɻ2020 年
新型コロナウイルスの感染拡大によるܦ済෧等によりഉ出ྔ減গした�

ものの、年ؒのقઅ的な自વ૿減෯（ 1QQN）にൺてӨڹ軽ඍであり
大でも࠷） 0�23QQN）、C02 ೱ度の૿Ճܧଓし、࠷高をߋ新したとਪ
ఆ͞Εて͍るɻൈ本的なഉ出減対ࡦおよび C02 ऩ・分解γステϜの構ٵ
ஙがな͞Εな͍ݶり、໘、人ҝݯىにより C02 ೱ度上ঢܧଓ͢ると͍
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にあるɻگ機的なঢ়ة͏

（ਤද�）ԹࣨޮՌΨεͷੈքฏۉೱมԽ

1984͔Β2019·でのੈքฏۉೱ（ࠨਤ：$02（ೋࢎԽૉ）ɺӈਤ：$H4（ϝλϯ））

（）݄͝ͱのฏۉを݁Μͩάϥϑで͋りɺ2019 12݄·でので͋Δɻ
（ग़య）8.0（ࠃ࿈ੈք気ؔػ）ԹࣨޮՌΨεใ�ୈ 16߸（2020 11݄ 23）

世界のԹ度上ঢの中でも、とりΘけ北ۃ域上ঢ率が大き͍ɻ͜Εにより
北ۃ域ւණの༥解がਐΜでをよりٵऩ͢るとともに、άϦーンランυのණ
চが༥解してւ໘上ঢをもたΒ͢ݪҼの一ͭともなり（ਤද�）、Ӭٱౚ
のϝλンΨスの์出によͬてԹࣨ効果が高·る� ͜とがݒ೦͞Εて͍るɻ
ಓ・ۃ域ؒのԹ度ࠩがখ͞くなる͜とがภ西風のऄ行を引き͜ىして͍ると
͞Ε、͜Ε·でલྫのな͍よ͏なҟৗؾを世界各地にもたΒ͢ཁҼとなͬ
て͍るɻ

（ਤද�）人Ӵࡌͷߴ͔ܭΒٻΊͨੈքฏۉւ໘ਫҐภࠩͷਪҠ

（ग़య）�ϑϥϯεのւ໘高σʔλϕʔε（"7*S0ʴ）（+aO�51993 ͔Β
SFQ�142020 ·での観ଌ）
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ᾈɹຊʹ͓͚ΔԹஆԽͱࡂ
Թஆ化日本にもਂࠁなӨڹをٴ΅しており、日本の地上ؾԹ、日本ۙւ

のւਫԹとも上ঢのϖースく、͍ͣΕも期の上ঢ率全世界平ۉの上
ঢ率を大きく上回ͬて͍るɻ

ւਫԹの上ঢの中でも、2020 年に日本のೆ方のւਫԹがۃに高͍現
がみΒΕ、ޙࠓも͜のがܧଓ͢るとࠐݟ·Εる͜と͔Β、台風がྗ
をอͬた··ۙ͢る͜とが༧͞Εており、風ඃとともに、ւਫԹ上
ঢによるւਫுもཁҼとなͬて高ைඃもݒ೦͞Εるɻ

·た、ؾԹの上ঢにより、大ؾ中の和ਫৠྔؾが૿͑、ݶ界にୡ͢ると
͜Ε·でにྫのな͍よ͏なू中豪雨にݟΘΕるよ͏になるɻਤද3 に 1 日
の߱ਫྔ 200NN Ҏ上の年ؒ日のม化をࣔしたɻ͜の日߱ਫྔ 200NN
Ҏ上と͍͏֓Ͷ࠭災を引き͢͜ى҆と͞Εるが、໌Β͔に૿Ճ
にあるɻ

（ਤද3）�શࠃ（Ξϝμε）ͷ߱ਫྔ�00NNҎ্ͷ年ؒͷܦ年มԽ�
（����ʙ �0�0年）

（）�最ۙ10ؒ（2011ʙ 2020）のฏۉؒ（272）ɺ
౷ؒظܭの最ॳの10ؒ（1976ʙ 1985 ）のฏۉؒ（
160）ͱൺͯ1.7 ഒʹ૿ՃしͯいΔɻ

（ग़య）気ிH1

͜のよ͏なな豪雨ස度の૿Ճにより、地ද໘のදͩけでなく、ਂも
่յ͢るなどして、大ྔの࠭・が流出した合、ͦの࠭がଯੵしてՏ
ಓด࠹・ఱવμϜがܗ成͞Εたり、Տচが上ঢして、ج४ਫྔҎԼでもఅが
ܾյしқくなるなどのೋ࣍災ϦスΫが高·るɻ͜Ε·での災ج४として͍
た߱雨ྔをԼ回る߱雨でのఅܾյ等の発生の可能性が高·るよ͏になるɻ
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ͦの߱雨ྔ自ମも͑૿ޙࠓる͜と͔Β、発生֬率が͜Ε·でのఆより高·
り、災対ࡦのج४をよりݫしく͢るඞཁがあると͍͏͜とになるɻՐࢁփに
෴ΘΕた日本の国にお͍て、͜Ε·で่յͤͣに͑てきた地൫がݶ界を超
͑て่յにࢸるよ͏なू中的な߱雨を地ٿԹஆ化もたΒして͍ると͍͑るɻ

ᾉɹϦεΫͷෆ࣮֬ੑ
日本にお͍て、風ਫとฒͿڊ大なϦスΫのある自વ災として地震が

る活அ型地震と、ւ͜ىげΒΕるが、地震大きく分けて、主にでڍ
型地震の（トラϑ）ߔ 2 छྨに分ྨ͞Ε、平成期にલ者として 1995 年の
阪ਆ・୶࿏大震災、ޙ者として 2011 年の౦日本大震災と、྆λイϓのڊ大
災にみ·ΘΕ、国ຽのҙࣝも一มͤ͞る͜ととなͬたɻ

阪ਆ・୶࿏大震災の発生લ·でւߔ型の౦ւ地震が࠷もܯռ͞Ε、西日
本で大きなඃをもたΒ͢地震のස度গな͍との֓೦が一般的であͬた
が、͜の震災を機に、「活அ」の֓೦が一般にਁಁし、ະの活அをؚめ
て各地にඇৗにଟくଘ͢ࡏる͜とがใಓ͞Ε、日本全国ど͜でも地震ϦスΫ
に͞ࡽΕて͍る͜とがくҙࣝ͞Εるよ͏になͬたɻ阪ਆ・୶࿏大震災Ҏ߱

（ਤද�）�ௐࠪҕһձʮ֬論తಈ༧ଌਤʯ（ޙࠓ 30年ؒʹ �ऑҎ্ͷ
༳ΕʹݟΘΕΔ֬）

（2010൛） （2018൛）

˞�ɹ東本େࡂલの 2010 ൛ͱൺֱしɺ2018 ൛でɺ東本େࡂの定͞Εな͔ͬ
ͨ地نを౿·͑ͯのւܕߔ地の࠶ධՁɺटݍのධՁ࣌の見しʹΑりɺ確
͕Ҿ͖上͛ΒΕͯいΔʹ͋Δɻ内ւ༸Ԋ؛の׆அܕ地でɺബ͘広͘しɺ
全ମతなͱしͯେ͖い変ԽΈΒΕないɻ
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も 2016 年の۽本地震および 2018 年の大阪北部地震、北ւಓৼ౦部地震
など、活அ型のਙ大なඃが生͡たɻ

活அをݸʑにみるとઍ年ʙສ年と͍ͬた超期の活ಈप期であり、
͍ͣΕの地震も発生લにおけるޙࠓ 30 年などの期のスύンでの発生༧
ଌ֬率ඇৗにく（ਤද� でബくく分͢る͜と͔Β͍発生֬率ධՁ
となる）、༧ଌの困性がೝࣝ͞Εたɻ一方で、大きなඃが生͡た活அ地
震を日本全ମでみると、平ۉで 10 年に 1 回ఔ度日本のど͔͜で発生して
おり、ͦの所ಛఆ困で、ͦの震ݯが地上にۙけΕϚάニνューυ
খ͞くてもہ地的にਙ大なଛとなるɻ

͜のよ͏にして発生したのがۙ࠷のઙ͍震ݯでਙ大なඃをもたΒした
Լ型地震であり、日本のど͜でも発生し͏ると͍͏ೝࣝが·ͬたのが地震
ϦスΫのಛと言͑るɻ

·た、͜Ε·でڊ大地震の中৺と͞Εてきたւߔ型地震に͍ͭても、౦日
本大震災の地震نがఆを超͑て͍た͜とも౿·͑て再ධՁ͞Εており

（ਤද�）、ೆւトラϑが連ಈして引きڊ͢͜ى大地震とともに、30 年Ҏに
70ˋҎ上の֬率で͜ىると͞ΕるϚάニνューυ 7 Ϋラスのट都ݍԼ型地
震の再ධՁ等も合Θͤて、ඃఆが行ΘΕて͍るɻ

ᾊɹՐϦεΫʵҬ߱փͷݱ社ձͰͷڴҖ
Րࢁ国である日本にお͍て、༗࢙Ҏདྷ、20 世لՐࢁ活ಈがۃに੩͔な

世لであͬたと͞Ε、ϚάϚがੵ͞Εて͍る可能性がࢦఠ͞Εるɻ平成ऴ
൫期にޚባࢁനࠜࢁ等、·ͬたくલஹをΘͣに人的ඃをもたΒ
͢Րがىき、あΒためて༧のし͞とともに、ਙ大なඃをもたΒ͢ڊ
大なΧルデラՐ等も͜ىり͑な͍現でな͍とのࢦఠがな͞Εるঢ়گに
あるɻ

ಛに౦日本大震災が発生してҎ߱、9 世لのఃࡾ؍地震（869 年）とલ
して͍る3ࣅにྨگՐのঢ়ࢁにස発したՐޙ ͜と͔Β、地震とՐࢁՐと
の連ಈの可能性がࢦఠ͞Εて͍るɻとりΘけࢁ࢜ 1707 年に大Ր（ๅ
ӬՐ）を͜ىして͔Β 300 年Ҏ上がܦաしており、世界の事ྫをݟても
͍੩Ժ期のޙにՐ͢る合ര発的大Րになり͍͢と͞Εるɻ

大نՐඃとして、߱փがൣғにٴͿ͜とが大きな՝となͬて
͍た͜と͔Β、ֳ府に 2018 年 8 月にઃஔ͞Εた「大نՐ࣌の域߱
փ対ݕࡦ౼ϫーΩンάάルーϓ」でٞがな͞Ε、ࢁ࢜Րをモデルέー
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スにしたट都ݍにおける߱փのӨڹと対ࡦに͔͔るใࠂॻがऔり·とめΒΕ、
2020 年 4 月にެද͞Εたɻ

͜のใࠂॻでๅӬՐنのՐをલఏとしてݕ౼͞Ε、人࢈ࢿ・ޱが
けて西ೆ西風がӽ͢るέースにを受けるέースが、都৺方ڹもӨ࠷

（ਤද �）として͍るɻ͜のέースで新॓۠でՐ 15 日·でに 10 セ
ンν（ۦྠ࢛ಈंが௨行ෆ可）ఔ度փがੵもり、ೋྠۦಈं௨行ෆ可となる
3 センν߱փҵ・ઍ༿の一部に·でٴͿɻ地上をるమಓのఀࢭがఆ
対の 7 都県全てで発生、ಓ࿏の௨行に支োが出る΄͔、߱փ 3 ミϦでి
ઃඋのෆ۩合によるఀిがىきるɻ

（ਤද�）߱փʹ͏Өൣڹғ（ӨڹΛड͚Δ人ޱɾ࠷͕࢈ࢿେ͖͘ͳΔέʔε）
（西南西風卓越ケースの場合、降雨時）

1日目 15日目
（最終）

大きな噴石・
火砕流からの
避難

道路の
通行支障 停電 鉄道

木造家屋
倒壊可能性
（30cm）

実線：四輪駆動車通行不可
（10ｃｍ）

破線：二輪駆動車通行不可
（3cm・視程低下）

碍子の絶縁低下
による停電可能
性（3mm）

地上の鉄道
運行停止（微量）

（ग़య）�ʮେنՐ࣌の広Ҭ߱փରࡦʹͭいͯ�ʕटݍʹ͓͚Δ߱փのӨڹͱରࡦʕʙ࢜山Րを
Ϟσϧέʔεʹʙ（ใ告）̡ ֓ཁ ʯr（தԝࡂձٞ�ࡂରߦ࣮ࡦձٞɹେنՐ࣌の広Ҭ߱
փର8౼ݕࡦ(ɾ2020 4݄）

·た、30 センν΄どの߱փの地域でփのॏみで造Ոがյ͢るڪΕ
も生͡、੩Ԭ、ࢁསのଞ、ਆಸ川北部͔Β౦ژの一部·でが֘͢るɻ

͞Βに、全ମでॲཧがඞཁとఆ͞ΕるՐࢁփの総ྔܭ 4 億 9 ઍສ立
方ϝートルに上り、͜Ε౦日本大震災の災ഇغの 10 ഒに૬͢るɻ

͜のよ͏にՈյのଛఀిによるଛ（རӹଛをؚΉ）、փのண
への性がऑ͍ਫ਼ີ機ث֎ઃஔのి子機ثのނোなど、共済・อݥの
的となͬて͍るにൣғにӨڹをٴ΅͢͜とになり、͞Βにଟくのॅຽの
生活・ܦ済活ಈఀの期化の等が生͡、ޙࠓのอোのあり方をྀ͢ߟ
る͏͑でも՝となるがଟ͍ɻ
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Րのप期ඇৗに͍έースがଟく、ಛにΧルデラܗ成を͏ڊ大Ր
の合Կઍ年と͍͏スύンのप期であるのに対し、จ໌の発ୡ、ઌՊֶ
ٕज़のਐาに͏社会のෳࡶ化・高度化あ·りにも期ؒでਐ行し、ͦの
よ͏な現社会での大نՐ、ಛにՐࢁփのӨڹに͍ͭて、ֳ府のϫー
Ωンάάルーϓでج本的ݕ౼がな͞Εたものの、ਙ大͔ͭະな部分がґ
વとしてଟ͍と͍͏のがՐඃにおける՝となるɻ

ͪなみにڊ大Χルデラをܗ成したڊ大Րのޙ࠷のもの 7300 年લのَ
界Χルデラ（Ḉຎ島ೆ 50 Ωロϝートル）のՐと͍ΘΕるが、͜の࣌
のՐࢁփ౦北地方·でୡし、भ地۠のೄจจ化がյ໓的なଧܸを受けた
と͞Ε、高度ٕज़が発లした現จ໌社会でىきΕ、͜Ε΄どの߱փをະ
೦͞Εるɻݒとなる͜とがなඃࠁなͩけに、͞Βにਂݧܦ

ᾋɹԹஆԽͱࡂͷεύΠϥϧ
地ٿԹஆ化༷ʑな災をもたΒして͍るが、୯に一ͭの災を引き͜ى

͢のみでなく、༷ʑなཁҼがབྷみ合ͬてैདྷݟΒΕな͔ͬたよ͏な態༷の災
Ҽともなͬて͍るɻ（ਤද�）ݪをଟく発生ͤ͞、͞Βにѱ॥を生み出͢

ถ国西部を͡め世界でස発して͍るࢁՐ事（ྛՐ災）をྫにとΕ、
Թஆ化をݪҼと͢るҟৗס૩にՃ͑て、ൟ৩期の期化によͬて大ྔの
ғにԆম͢るɻ͜のൣみ出͞Ε、མཕ・風等が引き金となͬて࢈がރ
ԆমによͬてԹࣨ効果Ψスが大ྔにഉ出͞Ε、͞ΒにԹஆ化をଅਐ͢る͜と
になるɻ

·た、2019 年͔Β 2020 年に͔けて北ݍۃでલྫのな͍نのࢁՐ事が
発生し、2019 年 6 月のՐ災で 50 ສ U の C02（スイスの年ؒഉ出ྔに૬
）を大ؾ中に์出したɻ北ݍۃにおけるӬٱౚの༥解を引き͜ىし、ϝ
λンΨスの大ྔ์出をもたΒ͢とともに、北方ྛのমࣦによる C02 ऩٵ
能ྗのԼと͍͏地ٿ全ମにӨڹをٴ΅͢がࢦఠ͞Εて͍るɻ
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（ਤද�）ԹஆԽͱࡂͷεύΠϥϧ͓ΑͼɾՐͱͷෳ合ࡂ

蒸発
増大

CO2･メタン濃度上昇

気温上昇

人為的排出

海洋酸性化
…CO2吸収能力低下

海氷融解

氷床･永久凍土 融解 
(南極･グリーンランド･アラスカ) 

エネルギー蓄熱
90% 

10% 

飽和水蒸気量
増加

集中豪雨

異常乾燥

海水膨張

海水位上昇

台風強大化

ダイポール現象
影響増大 偏西風蛇行 前例のない極端な現象 

（大雪・猛暑・豪雨等）

高潮・高波被害

メタン発生→

土石流・洪水・土砂崩れ
森林火災

地震・噴火

海水温上昇

森林消失･伐採→CO2発生→

太陽光吸収（北極海水温上昇）

（ग़య）�චऀ࡞（ࡁڞ૯ݚϨϙʔτ/o.168ʮه更৽͕ଓ͘ԹஆԽͱอ障໘の՝ʯʹ掲載のਤද8
ʮԹஆԽͱࡂ害のεύΠϥϧʯʹՃච）

ۙ年、地ٿԹஆ化のӨڹに関して、ಛにւਫの૿大とਫԹ上ঢがもたΒ
͢ӨڹにՃ͑、ւ༸ࢎ性化による C02 ౚ༥解によるԹٱऩ能ྗԼӬٵ
ࣨ効果Ψス発生等（ਤද� のଠ͍ҹの部分）、*1CC（ީؾมಈに関͢る
府ؒύωル）のใࠂॻでे分にྀ͞ߟΕて͍な͍ѱ॥をもたΒ͢事がࢦ
ఠ͞Εており、ఆを上回るԹஆ化にͭながる͜とがݒ೦͞Εるঢ়گにあるɻ

ᾌɹࡂଶ༷ͷมԽͱཁҼɹʕೋࡂ࣍ɾෳ合ࡂԽʕ
༷ʑなೋ࣍災が世界各地で発生して͍るが、લड़の大نྛՐ災のޙ

にอਫ性をࣦしたが࿐出し、ΧϦϑΥルニΞभでͦのޙの豪雨に
より、ੴ流ඃが発生して͍るɻ

·た、ಛにۙ年の日本にお͍て、લड़のよ͏な世界平ۉҎ上に上ঢ率が
高͍日本のؾԹ上ঢにՃ͑て、ͦの地ܗ・のಛघ性地震・Րࢁ国と͍
͏ಛ性により、༷ʑなཁҼがབྷみ合ͬて発生͢る災がଟ͍ɻ

もともと日本の国߱ਫによͬて流出し͍͢Րࢁଯੵに෴Θ
Εており、Թஆ化での豪雨によͬてۙ年࠭災がස発͢るにあるɻ࠷
ۙの事ྫで主に中࢛国等の西日本をऻͬた「平成 30（2018）年 7 月豪雨」
がۭલの࠭災݅（2581 ݅・国ަ௨省ௐ）をهしたが、എܠと
して、ਅ࠭（·͞ど）とݺΕるՖቋؠが風化してできた੬͍が、
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ಛに西日本にく分して͍る͜とが大ن災をもたΒしたと͞Εるɻ
2014 年 8 月にも҆ࠤೆ۠等の島ࢢ北部で、りਅ࠭のが่Εた

࠭災が発生して͍るが、ඃ災࣌、࠭ଯੵでܗ成͞Εたઔঢ়地の上にແ
ཧな地造成を行ͬた݁果とࢦఠ͞Εるとともに、࠭災ܯռ۠域としての
ఆがॾ事によりΕたと͍͏人災的なଆ໘もཁҼとなͬて͍るɻࢦ

·た、2018 年 9 月の北ւಓৼ౦部地震で、おり͔Βの大雨で地൫が
؇Μで͍たと͜Ζに、強͍地震の༳Εで 227 ݅の࠭災が生͡、ࢁのॅ
փ࣭ࢁでのӷঢ়化・地൫่མもՐࢢຈࡳই者が出る事態となͬた�ɻࢮでډ
のでຒめ立てた地造成にىҼ͢るものであるɻ

͜のよ͏なԹஆ化を主Ҽと͢るू中豪雨のස発化・雨ྔの૿Ճが、ࠓࡢの
փ等のऑ͍地൫への地造成と͍͏人ҝࢁ済成・地धཁ૿大に͏Րܦ
的ཁҼと૬ေͬて、࠭災を引き͢͜ىϦスΫの૿大を各地にもたΒして
͍るɻ͜Εもෳ合的なଛの一ྨ型であるɻ

·た、ೋ࣍災のܗ態もଟذにΘたり、ۙ࠷の事ྫとして、台風による
ւ͔Βの強風がਧきͭけた͜とによͬて、֕子等にԘ分がணしてγϣート
し、発Ր͢ると͍͏事態が生͡たɻޙࠓの台風の強大化により域ఀిの
がස発͢る可能性があるɻ

֕子等にணしてઈԑ性がଛなΘΕ、ఀిとなるલड़のՐࢁփも同༷
であり、大نՐ࣌の域߱փ対ݕࡦ౼ϫーΩンάάルーϓでもݕ౼͞Ε
るなど、ఀిඃ現社会での新たなとしてݒ೦͞Εるɻ

の大ޙփがՏ川等に大ྔにଯੵし、ͦのࢁ大Րが生͡る合に、Րڊ
雨によͬて、期ؒ、࠭災に·͞Εる事態となるɻաڈのهで
1783 年のઙؒࢁఱ໌Ր（َԡし出しをܗ成） 3 年ޙにརࠜ川流域全ମ
にߑਫを引き͜ىし、ࡩ島も 1914 年の大Րのޙ、అԃのܾյ・म復
の܁りฦしが 7 ʙ 8 年ଓ͍たと͞Εるɻۙ年の事ྫで 5 年ؒܧଓՐした
Ӣઋීַݡにお͍て、Րࡅ流ඃのޙ、ക雨期にੴ流がස発したɻ

態の૿Ճに、Թஆ化による現がഥܗෳ合ଛଛ࣍のよ͏なೋ͜ޙࠓ
ंを͔ける͜とが͑ߟΒΕ、อোの立͔Βもཹҙ͢るඞཁがあるɻ

の՝ڙのอোఏࡂ.３

ᾇɹอোఏ্ڙͷཹҙ
Ҏ上のよ͏な災態༷のม化に͍、共済・อݥとしてཹҙ͢きと͑ߟ
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ΒΕる主なをڍげるɻ
第一に、༷ʑな自વ現が関連して災が発生͢る͜とに関して、現行の

災۠分別に支ཁ݅・支ֹを۠分して͍る͜とにより生͡るであるɻ
͜Ε·でهしたよ͏にԹஆ化による風雨台風の強大化によͬて、ਙ大

なඃが生͡るよ͏になるɻ地震ՐࢁのՐがབྷΜで生͡る࠭災のྫ
もあるɻ強風と豪雨が同࣌に発生した合、どの自વ災によͬてもたΒ͞
Εたの͔別が困な事ྫも生͡て͜よ͏ɻもともと自વ現のछ別（風・
ਫ・ઇ・地震・Րなど）ごとに発生ස度ू中度等の౷ܭ上の૬ҧにより
۠分し、୲อྗをצҊしてอোਫ४もࠩをઃけてきた໘があるが、ޙࠓ、
۠分自ମが困な事ྫがස発してくる͜とも౿·͑、ඃ災者にとͬてのೲಘ
性の໘͔Βも、ྫ͑แׅ的に災ϦスΫをଊ͑て総合อো化͢る等をࢹ野
に入Εるݕ౼もありಘると͑ߟΒΕるɻ

͜の合に、ಛఆの自વ災をෆ୲อに͢るಛ方ࣜ、災別に支ཁ
݅・ਫ४、出再方ࣜ୲อのझࢫが大きくҟなͬて͍る現行のをど͏͢
る͔と͍ͬた՝にཹҙ͢るඞཁがあるɻ

第ೋに、ଛ֬ఆの期化によるࠪఆ上の՝であるɻ
༷ʑなཁҼでٴଛが生͡るൣғが拡大͢る͜とにより、Ҽ果関のಛ

ఆଛのֹのࠪఆにؒ࣌をཁ͢る͜とになるɻ実ࡍのଛのఔ度との大き
͍ဃが生͡な͍લఏで、ࢦඪ等を༻͍た؆қなࠪఆの導入もݕ౼のඞ
ཁが生͡る可能性があΖ͏ɻ

第ࡾに、ٴଛ・ೋ࣍ଛのنが現社会ಛ༗のとしてࡏݦ化し
てくるであるɻ

2018 年の台風・地震でಛにとなͬたが、Ԙ期ؒのϒラοΫΞ
ウト（域ఀి）と͍͏ఆ֎のඃが生͡たɻ͜のよ͏なઃඋ・ిؾ的事
域ఀిが生、গֹのέースがଟ͍໘ֹʑのଛݸ、に͍ͭてのଛނ
͡Εଛࣦが発生͢る݅自ମ૬نにの΅ると͍͏で、共済・อݥ
での୲อ化がඇৗにし͍έースとなるɻ

で自己ෛ୲可能なਫ४であるέー࣌域ఀిによるଛࣦが生͡ても現
スがଟく、ٕज़໘の改ળࡦを͜͢ࢪとによͬて事લࢭが可能となると͍͏
で、໘୲อの対֎と͢るऔѻ͍でな͍とࢥΘΕるが、ީؾมಈ
全くఆ֎の事を引き͢͜ىϦスΫをΒΜでおり、事લ対ࡦがٕज़的
にਵできる͔をे分౿·͑ながΒকདྷ的にࢹして͍くඞཁがあΖ͏ɻ
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第࢛に、自વ災に関してଛഛঈの֓೦がม化してくるであるɻ
ྫ͑強風で൘がඈΜでଞ人にଛを༩͑た合等、࡞一般

ෆ法行ҝでが͞ٴΕる͔に͍ͭて、ޙࠓ、Թஆ化による༷ʑなٴଛ
のൣғがྗ߅等の発生がৗ態化͢るよ͏になΕ、一般௨೦としてのෆ可
ΒΕるɻഛ͑ߟしくΘΕるよ͏になͬてくるとݫり、事લ回ආٛが·ڱ
ঈ共済・อݥにお͍て、自વ現に対͢るٱ性がどのఔ度۩උ͞Εて
͍る͔もޙࠓのϦスΫஅཁૉとしてॏみを૿してくるとࢥΘΕるɻ

ᾈɹอোఏࣜํڙͷ͋Γํ
ਙ大化͢る自વ災のଟ発化に対して、くඃ災者ٹ済の機能を発͢شる

ために、どのよ͏な方ࣜでอোをఏ͢ڙるき͔に͍ͭてݕ౼͢るɻ
ֳ府にお͍ても「อݥ・共済による災へのඋ͑のଅਐに関͢るݕ౼会」

（ҎԼ「ݕ౼会」）が開催͞Ε、ւ֎の災อݥ制度の現ঢ়（ਤද �）等をࢀ
にしながΒٞ͞Ε、2017ߟ 年 3 月にใࠂॻがऔり·とめΒΕ、中期的
՝としてがྻ͞هΕて͍るɻ

͜のの中で、Ճ入方ࣜとྉ率に͍ͭてٞ͞Εて͍るが、Ճ入ଅਐを
༏ઌͤ͞る؍͔Β͍͑、ニューδーランυ地震อݥϑランスڊ大自વ
災อݥのよ͏に強制Ճ入（·たج本อোに強制ଳ）ͤ͞る方ࣜが͑ߟ
ΒΕるɻ͜ΕΒ、日本にൺしてগ人ޱのために国ຽ合ҙがಘΒΕ͍͢͜
と自વ災のنがൺֱ的খ͞くอݥྉෛ୲が྿で済Ή͜となど͔Β強
制Ճ入制を࠾༻できる໘もあると͑ߟΒΕるが、強制と͢るҎ上、ϦスΫఔ
度の高によΒͣྉ率を一にઃఆ͢る͜とがආけΒΕな͍໘があるɻ一
ઃఆϦスΫܖ者にෛ୲のෆެ平感が૿͢͜とϦスΫ軽減のインセ
ンティϒが働きにくくなる͜とが͑ߟΒΕるɻ

͜のに関して、ݕ౼会、෯͍ٞがඞཁな中期՝とཧして͍
るが、ޙࠓҎԼのよ͏なࢹ͔Β、ݪଇあΒゆる災が自ಈଳ͞Εて͍
る方ࣜをैདྷҎ上に主ྗの組みとしてૌ求して͍く͜とのॏみが૿してく
ると͑ߟΒΕるɻ
ᶃɹԹஆ化ਐ行によͬてલྫのな͍ҟৗؾ災がみΒΕるよ͏になり、ਫ

、等にՃ͑มಈによる豪ઇඃީؾ、Ҏ֎にも、台風強大化等による風
ど͜でも͜ىりಘると͍͏֓೦が一般化してきた地震災等、աڈにඃ災
発生の現実ຯが૿してきており、国ຽのؒのな͍地域でも༷ʑな災ݧܦ
でも自ॿྗとしてのՃ入のඞཁ性のೝࣝがਁಁしてきて͍る͜とɻ
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（ਤද̓）ओͳւ֎ͷࡂอ੍ݥ

Ճೖ੍ڧ
（ଳ੍ڧ）

อ障ํࣜ
（ଞϦεΫͱ
のแׅ༗無）

อݥྉ
ମܥ

ؔ༩
Ճೖ

Ҿड

อূ

εϖΠϯɾ
ҟৗϦεΫอݥ ˓ แׅอ障 一 डݩ ˓

χϡʔδʔϥϯυɾ
地อݥ ˓ แׅอ障 一 डݩ ˓

（無ݶ） 90�

ถɾ࿈ߑਫอݥ º ୯ಠอ障 ϦεΫө
（ 1） डݩ ˓

ಛผݥة地Ҭ：ɺ
全ถ：10� ɻՃೖ࣌
のॅϩʔϯۚར༏۰
でՃೖଅਐɻ

ɾڊେ自વ
ݥ害อࡂ ˓ แׅอ障

一
（ओܖʹ
ରしͯ）

ݥอ࠶ ˓
（無ݶ）

ݥอ࢈ࡒ ŋ 自ಈंं྆
อݥ ŋ 事 ݥଛࣦอۀ
の੍ڧଳ߲Ň ࢈ࡒ
อݥのՃೖ 95 ʙ
98ˋŇ

ถ ŋ ϑϩϦμ
ϋϦέʔϯ
ۚج害ࡂ

º －
ϦεΫө（ݥอ࠶） ݥอ࠶ º

ݥɾ෩ਫ害อࠃؖ º ୯ಠอ障 ϦεΫө
（ 1） º ˓  10�（ 2）

ถɾΧϦϑΥϧχΞ
地อݥ º แׅ

（ಛ） ϦεΫө º º

ӳɾߑਫอݥ º แׅ
（自ಈ） ϦεΫө º º

ॅอݥՃೖݐ
90ˋŊ Ո۩ 70� ఔɻ
高ϦεΫ݅のߪೖՄ
ੑを訴求し࠶อ੍ݥ
։࢝ɻ

ಠɾ自વࡂ害อݥ º แׅ
（ಛ） ϦεΫө º º 20 ʙ 30ˋ（ 2）

߽ɾߑਫอݥ º แׅ
（ಛ） ϦεΫө º º

地ਤใをఏ
地ҬݥةΔ͕ɺ͢ڙ
อݥྉ高ֹのͨΊɺՃ
ೖ 10� Ҏ下ɻ

 ŋ ૯合อݥ
（地Ҏ֎） º แׅ

（自ಈ）
ϦεΫө
（ਫ害۠
無し）

º º

ɾ地อݥ º แׅ
（ಛ） ϦεΫө ݥอ࠶ ˓

ɾ̟̖ݐ
更ੜࡁڞ º แׅ

（自ಈ）
一

（ׂ戻༗り） º º

（̍）地Ҭɾ自治ମ͕ߑਫඃ害ܰݮの取Έをͨͬߦ合のอݥྉׂҾ੍͕͋Δɻ
（̎）�υΠπɾؖࠃެత支ԉۚڅ͕な͞Εͯいͨ͜ͱʹΑりɺຽؒอݥのՃೖ͕͔͕ͬͨɺ

いɺՃೖଅਐʹ取りߦͱのΈ͚をݥをՃ͑Δ͜ͱでຽؒอݶ੍ʹのରڅެతࡏݱ
ΜでいΔ（後3هɽᾉɹʮެత支ԉͱのؔ࿈ʯࢀর）ɻ

（ग़య）�内ֳʮอݥɾࡁڞʹΑΔࡂ害のඋ͑のଅਐʹؔ͢Δݕ౼ձʯใ告ॻࢿߟࢀྉ（ฏ29
3݄）をجʹචऀ࡞ɻ
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ᶄɹॅの再ݐ等、ॅډの֬อに͍ͭて、อݥ・共済等の「自ॿ、共ॿ」
がج本であり、「ެॿ」でͦΕをଆ໘的に支援͢るものと͞Εて͍るが、ඃ
災者生活再ݐ支援金等のެ的څで、ೆւトラϑ地震ट都Լ地震発
生࣌などにֹڊのࡒෛ୲が༧͞Εる� ͜とにՃ͑、国地方自࣏ମが
୲͏インϑラ等の復چ・復興事業にۃめて大きな支出が発生͢る͜とが໌
Β͔であり、ޙࠓಛに、災࣌のݸ人࢈ࢿ復چにอݥ・共済等による
自ॿでの対応にൺॏをஔくき͜とɻ
͞Βに、災・減災インセンティϒとしてのྉ率ઃఆのあり方に関しても

༷ʑなٞの༨地があるɻ
ྫ͑イΪϦスのߑਫอݥج本อোでߑਫϦスΫを組みࠐΜで͍る自ಈ

ଳ制であるが、府がอݥ業界にఏ͢ڙる「全国ߑਫධՁデーλ」をجに
各อݥ会社各छอোのϦスΫ度もצҊしてྉ率をઃఆして͍るɻ͜の͔
Βも、自ಈଳ制でもϦスΫ۠分可能であるɻ

一方で、日本での災ਫ࠭災が૿Ճしͭͭあり、ϋβーυϚο
ϓ等のඋがਐΜできて͍るঢ়گで、災インセンティϒの機能としてのਫ
のྉ率۠分に関して、一ఆの合ཧ性がএ͑ΒΕる໘あるɻし͔しながΒ
地震風などଞのϦスΫを総合的にอোしており、ಛにଟ༷な自વ災に
ΘΕる日本にお͍て、ಛఆのอোを۠分͢る͜とのଥ性・ೲಘ性がಘݟ
ΒΕる͔৻ॏなݕ౼がඞཁと͑ߟΒΕるɻ

·た、อোを自ಈଳにしてԾにྉ率۠分を一の··と͢る合、໌Β
͔にϦスΫと͑ߟるܖ者のֻ金ෛ୲感が૿͢可能性がありಘるが、͜Ε
に対応がඞཁな合、ٯબが実にө͞Ε͢くなる対災自ମの
બ（0 ͔ 100）でなく、อো金ֹのอׂ合をくઃఆしたり໔金ֹ
のબができるよ͏にしたり͢るなどでٯબのӨڹを和Βげる対応がଥ
とࢥΘΕるɻ

ᾉɹެతࢧԉͱͷؔ࿈
国地方自࣏ମによるඃ災者への的なڅのҐஔけに関してݕ౼͢

るඞཁがあるが、日本にお͍て、ॅのඃ災ଛに対してඃ災者生活再ݐ
支援金がެ的支援として中৺的なׂを果たして͍るɻඃ災地域の復興にߩ
、�支出にैདྷ͔Βٞがあると͜Ζでありࡒへの࢈ࢿ人ݸ、して͍るがݙ
ެ的な支援にલड़のࡒ໘の制がある͜とにՃ͑、ॾ֎国でެ的支援
金څによͬてٹ済͞Εた͔ݧܦΒͦΕへのґଘ度が高·り、ຽؒอݥのඞ
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ཁ性に関͢る国ຽのҙࣝがԼし、Ճ入率が͔ͬた事ྫ� がみΒΕるɻ
拡大の改ਖ਼にͭながͬた「ඃ災者生活څ支援金のݐ回、ඃ災者生活再ࠓ

再ݐ支援制度のࡏり方に関͢る実者会ٞ」のݕ౼݁果ใࠂ（令和 2 年 7 月
30 日）にお͍ても、อݥ・共済へのՃ入率が͍現ঢ়を౿·͑、「国、地方
ެ共団ମ連携して、関団ମ等とも協ྗしながΒ、ॅຽに対し、自વ災
にඋ͑たదなอݥ・共済へのՃ入をଅਐ͢るなど、ඃ災࣌の生活再ݐに
けた自ॿのऔ組をଅして͍くඞཁがあるɻ」として͍る�ɻຽؒの業として
成立͢るҎ上、໌֬に۠分してॅのଛٹ済共済・อݥで、ͦΕをิ
ると͍͏連携のあり方を国ຽのؒにもよ͢ࡏるྖ域としてެ的支援がଘ͢
り໌֬にਁಁͤ͞るඞཁがあると͑ߟΒΕるɻ

なお、府の関༩に関して、ਫのඃがਙ大化して͍る͜と͔Βਫへ
の府再อݥެ的อূ制度等のٞが一部でな͞Εており、ͦのݕ౼あ
りಘると͑ߟΒΕるが、地震再อݥに一般会ܭが関Θる༨地をͬ࣋て͍る͜
とにՃ͑て͞Βにࡒෛ୲が૿͢͜と、ඃ災者生活再ݐ支援制度とซଘ͞
ͤるҙຯ合͍、立地によるϦスΫఔ度のࠩが໌Β͔に大き͍ਫのެ的อূ
制度にެ平性・ೲಘ性がಘΒΕる͔等に関して৻ॏなݕ౼がඞཁであΖ͏ɻ

͞Βに、イΪϦスがઃఆして͍る府が関༩しな͍ߑਫ再อجݥ金の
よ͏な制度� に͍ͭても、ਫを༏ઌ͢る͜とが、༷ʑな災ϦスΫに͞Β
͞Εる日本でೃ染Ήの͔ݕ౼がඞཁとࢥΘΕるɻ

̐.͓ΘΓʹʕࠓతϦεΫの૯ׅͱอোఏڙ

本ߘで自વ災のϦスΫにࢹをͬߜたが、ࠓ日の社会でのϦスΫ全般を
大ڊにू中して大ྔに発生͢る࣌的に一ؒ࣌、Βͣݶにた合、自વ災ݟ
ϦスΫがࠓ日的ϦスΫのಛとしてڍげΒΕるɻ

ྫ͑、高度にٕज़が発లした社会でのڊ大ՐのڴҖ域ఀిと同༷に、
γステϜ化社会でのαイόーϦスΫ（自ಈӡసに関連͢るもの）等、͜Ε·で
ఆできな͍よ͏な大نඃが生͡るڪΕがあり、·た、Թஆ化との関連も
ありಘるであΖ͏が、ฆ૪等の地ֶ的ϦスΫもද໘化͢る可能性がࢦఠ͞Ε
るɻ͞Βに、2020 年のύンデミοΫࠓ日的ϦスΫを·͞に世界نでࡏݦ
化ͤ͞、͔ͭ、ఆをる͔に超͑たڊ大ϦスΫのయ型となͬたɻ

·た、ෳࡶ化した現社会での的なものとして、支ཁ݅の֘༗ແの
அがし͍Ҋ݅がස発͢る可能性もڍげΒΕるɻయ型的なものとして、ഛ
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ঈ共済・อݥにおけるଛഛঈの༗ແがෆ໌֬な事ނがଟくなるで
あり、ྫ͑自ಈӡసでのの所ࡏがෆ໌֬なҊ݅高齢化社会でのೝ症
ϦスΫなどもڍげΒΕよ͏ɻ自ಈӡసのέースでඃ者ٹ済のࢹを༏ઌに
した共済・อݥが開発͞Εて͍るが、աࣦの༗ແをཁ݅としな͍ແաࣦ型
自己อݥ型のニーζがैདྷҎ上に高·る͜とがఆ͞Εるɻ

自વ災関連でも、લड़のよ͏に、所༗が自વ現によりଞ人にଛを༩
͑た合、ઃඋ・機ց等のཧ໘がݪҼで域・大ྔに発生͢るϦスΫが高
·り、͜ΕΒのの所ࡏが、事ނ発生の都度、ٞとなりಘるɻ

͜のよ͏に、ࠓ日的ϦスΫへのอোఏڙを͑ߟるにあたͬて、ू中的にਙ
大なඃが生͡る͜とへの対応、支ཁ݅がෆ໌֬であͬてもඃ者ٹ済を
、༏ઌとし、อো࿙Εを回ආ͢るためのอো方ࣜをどのよ͏に構ங͢る͔が࠷
ಛにཹҙ͢きテーϚとなると͍͑よ͏ɻ

（ऍ）
̍ɹ2021 年 3 月 2 日、国ࡍΤωルΪー機関（*&A）、2020 年の世界のΤωルΪーى

のݯ C02 ഉ出ྔが 2019 年͔Β 5�8ˋ減গしたと発දしたɻし͔し、2020 年ޙの
済活ಈ再開にͬて減গ෯がॖখし、同年ܦ 12 月にલ年同月ൺで̎ˋの૿Ճにస͡
たɻ2021 年にഉ出ྔがஶしく૿͑るڪΕがあるとܯを໐Βして͍るɻ

̎ɹ*1CC（ީؾมಈに関͢る府ؒύωル）の第 5 ॻ（2014ࠂใ࣍ 年）でӬٱౚ
͔Βのϝλンの์出全くྀ͞ߟΕて͍な͔ͬたが、ۙ࠷の北ۃ域でのௐࠪで͜の
༥解がՃ͢るঢ়گが؍ଌ͞Εており、͜のӨڹのධՁがޙࠓのॏཁな՝となると
ΒΕて͍るɻ͑ߟ

̏ɹఃࡾ؍地震の 5 年લにࢁ࢜のః؍大Ր（864 年 7 月͔Β 2 年ؒ活ಈ、現ࡏ
のބޒ࢜੨ϲݪथւをܗ成）、2 年ޙにௗւࢁがՐ（871 年）、18 年ޙに
ೆւトラϑڊ大地震（887 年）が発生して͍るɻ·た、2004 年の中ӽ地震、2007 年
の中ӽ沖地震、2014 年の野県നഅଜ地震も、9 世ޙلの地震分とよくࣅて͍るɻ

̐ɹ͜の地震で、地震の༳Εによる的なݐのଛյよりも、ؒ的な่࠭Ε
地൫่յ等によりଛを受けたέースがଟく、ݐ構造の震性都ಓ府県別を中৺
としたϦスΫஅがし͍を、あΒためて͜の地震ࣔ͢͜ととなͬたɻಛにզが
国の合、国事・立地ڥが大きく͔͔Θͬてくるɻ

̑ɹ全յ౩が౦日本大震災の 20 ഒとఆ͞Εるೆւトラϑڊ大地震で、ඃ災者生
活再ݐ支援金総ܭ 8 ஹ 4000 億円の支ֹڅと͞ࢉࢼΕる（ݕ౼会ใࠂॻ）ɻ2020
年の改ਖ਼（「ଛׂ合」が 30ˋҎ上 40ˋະຬの「中نյ」の世ଳを、新たに支援
対にՃ͑るɻ2020 年 7 月にḪٴしてద༻）により、͞Βにࡒෛ୲が૿͢͜とがݟ
Εるɻ·ࠐ
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̒ɹৄࡉߘ「ඃ災ॅ再ݐに͔͔るެ的支援とຽؒ共済อݥのׂに͍ͭて」（共済
総合研究 7PM�65（2012 年 9 月））ࢀরɻ

̓ɹਤද � にお͍てܝげたよ͏に、υイπؖ国で、աڈのਙ大なඃに対͢る厚͍
ެ的なڅの͔ݧܦΒՃ入率が͔ͬた（υイπ 20 ʙ 30ˋ、ؖ国 10ˋ）͜と
を౿·͑、ྫ͑υイπόイΤルンभでभとอݥ協会ؒで、「自વ災อݥՃ入者の
อݥ引受対֎ࡒにଛが発生した合のみެ的支援金をڅ」͢る͜とをܾఆ͢
るなど、ެ的支援金څൣғの制ݶ化が行ΘΕ、ຽؒอݥへのՃ入のඞཁ性をૌ求し
て͍るɻ

̔ɹ実者会ٞのใࠂにお͍て、ඃ災者生活再ݐ支援金のڅ拡ॆをఏ͢ىるにあたり、
ͦのલఏとして、「զが国で、ॅ等のݸ人࢈ࡒに͍ͭて、自༝͔ͭഉଞ的にॲ分
できる͔Θりに、ݸ人ののもとにҡ࣋͢る͜とがݪଇであるɻͦのため、自વ災
本であり、ඃ災者جに͍ͭても「自ॿ」によるऔ組がݐ等の生活再ݐΒのॅ再͔
生活再ݐ支援金等の「ެॿ」、͜のऔ組をଆ໘的に支援͢るものであるɻ実態Ѳ
ௐࠪにお͍ても、（中ུ）ଛׂ合が大きくてもอݥにՃ入して͍な͍ためにଟֹの自
己ෛ୲が生͡て͍る世ଳもあると͍͏ঢ়گであり、ඃ災ޙの生活再ݐのために、อ
しه共済にՃ入͢る等の「自ॿ」のऔ組がॏཁである͜とを改めてೝࣝしたɻ」と・ݥ
て͍るɻ

̕ɹߑਫϦスΫの高͍ܖが再อݥに͞Ε、ܖక݁可能性を֬อ͢るためのج金制
度ɻ2016 年 4 月ӡ༻開࢝ɻ

（ݙ文ߟࢀ）
・8.0（国連世界ؾ機関）Թࣨ効果Ψス年ใ 第 16 号（2020 年 11 月 23 日）
ிؾ・ )1「大雨ॵ日など（ۃ現）の͜Ε·でのม化」ଞ
・地震ௐࠪҕһ会「֬率的地震ಈ༧ଌ地ਤ」2010 年൛・2018 年൛
・ֳ府・大نՐ࣌の域߱փ対ݕࡦ౼ϫーΩンάάルーϓ「大نՐ࣌の域

߱փ対ࡦに͍ͭてᴷट都ݍにおける߱փのӨڹと対ࡦᴷ ʙࢁ࢜Րをモデルέース
にʙ（ใࠂ）」（令和 2 年 4 月 7 日ެද）

・国ަ௨省ɹใಓ発දࢿྉ「࠭災発生݅」ଞ
・「ඃ災者生活再ݐ支援制度のࡏり方に関͢る実者会ٞ」ݕ౼݁果ใࠂ（令和 2 年 7 月）
・部ӳ༸ɽඃ災ॅ再ݐに͔͔るެ的支援とຽؒ共済อݥのׂに͍ͭてɽ共済総合

研究ɼJA共済総合研究所ɼ2012�9ɼ7PM�65ɼQ�30ô43
・部ӳ༸ɽࠓ日的ϦスΫにおけるอোの՝ᴷೝ症ኼ事ނを͡めとしてᴷɽ

共済総合研究ɼJA共済総合研究所ɼ2014�9ɼ7PM�69ɼQ�34ô47
・部ӳ༸ɽՐ域災とอোの՝ᴷ߱փඃを中৺にᴷɽ共済総研レポートɼJA

共済総合研究所ɼ2015�2ɼ/P�137ɼQ�2ô12
・部ӳ༸ɽީؾมಈがもたΒ͢災態༷のม化に͍ͭてᴷෳ合災の܇ڭᴷɽ共済総

研レポートɼJA共済総合研究所ɼ2018�12ɼ/P�160ɼQ�20ô33
・部ӳ༸ɽ平成期の自વ災をৼりฦるᴷอোのあり方֓೦をもܹมᴷɽ共済総研レ
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ポートɼJA共済総合研究所ɼ2019�6ɼ/P�163ɼQ�70ô77
・部ӳ༸ɽهߋ新がଓくԹஆ化とอো໘の՝ᴷ 2019 年·での؍ଌとӨڹᴷɽ共

済総研レポートɼJA共済総合研究所ɼ2020�4ɼ/P�168ɼQ�2ô9

（）�Ҏ্ͷ༰ɺ�0��年 論文集͍ͯͮجʹ࣮ࣄ·Ͱʹ֬ೝɾެද͞Εͨ࣌3݄
ͷͰ͋Δɻͨ͠ࡌΛɺͦͷ··సߘ論ͨ͠ࡌܝʹ
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